
Benefit④ 〔事例〕

アイボリー石鹸の特性

99.44％Pure
It Floats

アメリカ
プロクター＆ギャンブル
1882年 アイボリー発売

差別性＝他といかに違うか



P&G(プロクター・アンド・ギャンブル) 
が誕生したのは1837年10月。

米国のオハイオ州シンシナティで。
石鹸製造業のジェームス・ギャンブル

 とローソク製造業のウイリアム・プロク

 ターが「石鹸もローソクも原料は同じ。

 互いに競争するより提携を」と、

 7192.24ドルを半額ずつ出資して設立

 した。

 1850年頃には、マイアミ・エリー運河

 の近くに新しい工場を建設。設立後約

 20年で「シンシナティで最も生産量の

 多い会社」と言われるまでになりまし

 た。

創業者の息子の一人、ハーレー・T・プロクター創業者ジェームスが開発した石鹸を

 「アイボリー（象牙）」と名付け、その優れた品質・特長を新聞や立看板、バスの乗車

 券などに広告。大型ビルボード（広告板）やポスターも初めて活用するとともに、家庭

 へのサンプリングなど、現在の広告手法の草分け的な試みが数多くなされました。

P&G



1882年に掲載された
P&G最初の雑誌広告。

 有名な宣伝フレーズとなった

「アイボリー・・・
純度99-44/100パーセント」

というスローガンは
ここで初めて使われた。

アイボリー

 
｢純度99-44/100パーセント｣



一般の人たちが石鹸を
使い始めていた

ハーレー・プロクターは、
調合を間違えて、

水に浮く石鹸をつくる。
空気が混じりすぎた石鹸。

広告のコピーは
● 「水に浮く」
● 「純度99.44％」

P&Gは、ろうそくを中心に製造、

石鹸はわずかに生産していた

ろうそくは、エジソンの発明で
「いずれ売れなくなるだろう」と

石鹸にシフトする。

どの石鹸も
大きなな違いはなかった

ミシガン、エール、プリンストンの
各化学教室に分析を依頼。

同じ

 
→

 
価格競争 差別化

 
→

 
非価格競争

広告

P&Gの「アイボリー」



This famous slogan 

Originated in the 1800's when samples of Ivory were sent to college chemistry 
professors and independent laboratories for analysis. 

Comparison tests were made with castile soaps-the standard of excellence at 
that time. One chemist's analysis was in table form with the ingredients listed 
by percentage.

Harley Procter totaled the ingredients which did not fall into the category of 
pure soap - they equaled 56/100. He subtracted from 100, and wrote the slogan, 
"99-44/100% Pure washables."

99-44/100% pure - it floats



99 % pure

It Floats

アイボリー石鹸のコピー

100
44



1883

P&Gの「アイボリー」の広告



1984

P&Gの「アイボリー」の広告



1894

P&Gの「アイボリー」の広告



1887

P&Gの「アイボリー」の広告



1898

P&Gの「アイボリー」の広告



P&Gの「アイボリー」の広告



1883 1883

P&Gの「アイボリー」の広告



18961896

P&Gの「アイボリー」の広告



1998 1998

P&Gの「アイボリー」の広告



1902

P&Gの「アイボリー」の広告

1907



化粧石鹸



メーカー/ブランドの表示

石鹸を買う ブランド買う

量り売りされた商品 包装/パッケージされた商品

メーカー/ブランドはわからない

1880年ころまで

石鹸は長い棒状
チーズのように切って
量り売りされていた

あわ立ちやすいようにヤシ油を多めにいれた

 板チョコのようなタブレット、

「サンライト」というブランド名を印刷
した模造の羊皮紙に簡易包装して販売

イギリス
リーバ・ブラザーズ

1884年「サンライト」を発売

リーバの「サンライト」
 

イギリスの場合



Invented "The Brand" 
This British grocer put individual hunks of soap in pretty 
wrappers and named them Sunlight. Before then, 
shoppers would buy soap by asking store owners to cut up 
long bars into smaller blocks. When copycats imitated 
William Lever's immensely successful ploy, he began 
branding Sunlight as the soap of the working woman, 
claiming, among other things, that it helped them preserve 
their youth. It was one of the first brands in the modern 
marketing sense. 

http://www.forbes.com/2004/03/11/cx_dd_mibp_0315leverpoll.html

サンライト石鹸。石鹸王ウイリアム・リーバを育てた石鹸の商品名です。当時、石鹸は塊のままで流通業者に渡され、流通

 
業者は良品を勘で見分けながら、小さく分けて包んで販売していました。そんな時代にリーバは自社の石鹸を品名のつい

 
た梱包をして販売することを始めて大ヒットさせたのです。
リバプール郊外にポート・サンライトという町があります。ポート・サンライトは、リーバが1888年から建設を始めた職住一体

 
の街造りの実例として世界的に知られています。リーバは事業の拡大に伴い、建設される工場で働く、当時悲惨な住環境

 
にいた労働者達に向かって「前と後に庭のある戸建独立住宅を建て、裏町の貧民街では学び得ない人生の真理を学び、

 
単に仕事に往復するだけで、土曜日の給料のみを楽しみにしているより、もっと大きな喜びが人生にはあることを知るだろ

 
う」と演説して喝采を浴びました。
単にハーモニカ型に住戸が並ぶも団地ではありません。堂々たるボザール風の建物である美術館をはじめとして、図書館

 
病院、教会、そして2つの学校などの公共施設が内包されており、美術館の前から続く噴水のある公園は都市の一角を思

 
わせるほどに立派ですが、その周辺に住宅が配置。

当時の産業資本家は工業と産業資本主義が理想の社会をつくりだすと信じており、その理想を実現するこうした住

 
宅開発が世界の各地で行われました。

産業資本主義が理想

William Lever      branding ｢Sunlight｣



イギリス北部では、ウィリアム・ヘスケス・リーバ卿

 の食料雑貨卸店「リーバ＆カンパニー」が新しい家

 庭用石鹸のビジネスを開始します。

その石鹸には、動物性脂肪を原料とした従来の石

 鹸より泡立ちをよくするため、ヤシ油や松の実油が

 使われていました。リーバ卿はこの石鹸を「サンライ

 ト」と命名。

その石鹸の箱には、「この石鹸を使う人の誰もが清

 潔な暮らしを送れるように。毎日の家事がもっと楽

 になるように。健やかで美しく、充実した暮らしを楽

 しめるように」というリーバ卿の願いが記されていま

 した。

「サンライト」は、清潔や衛生への意識がまだ低かっ

 たビクトリア時代のイギリスに「からだをきれいにす

 る」「家をきれいにする」という新しい習慣を生み、根

 づかせていきました。そして、人々に「きれいにな

 る」「きれいな家に住む」という新しいよろこびを届け

 ていきました。一箱の小さな石鹸が人々の暮らしを

 変えるきっかけになったのです。

http://www.unilever.co.jp/ourcompany/aboutunilever/our_history/1885_1900s.asp







製品の差別化：差異

非価格競争価格競争

製品は同じ

アイボリー 水に浮く

 
純度99.44％

 
の石鹸

製品の差別化：ベネフィットの違い

「安さ」以外で消費者が求めているのは何か
消費者が求めているモノを製造し販売する
＝マーケティング

サンライト 泡立ちがよい

 
の石鹸
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